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日
本
で
は
同
義
語
と
思
わ
れ
が
ち
な

「
自
由
」と「
民
主
」は
本
来
、対
極
の
存

在
で
す
。「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
＝
自
由
」

と
「
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル
＝
ボ
ー
ダ
ー
コ
ン

シ
ャ
ス
＝
民
主
」。
二
つ
の
概
念
の
ア

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
。
国
境
検
査
な
し
で

締
結
国
間
の
出
入
国
を
万ば
ん
に
ん人
に
許
可
す

る
取
り
決
め
で
す
。
シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
は

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

除
く
全
て
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
、
Ｅ
Ｕ
非

加
盟
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ス
イ
ス
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
含

む
26
カ
国
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

陸
路
の
み
な
ら
ず
空
路
、
海
路
で
も

同
様
の
対
応
。
圏
内
人
口
は
４
億
人
を

優
に
超
え
、
面
積
も
４
３
０
万
ｋ
㎡
に

及
び
ま
す
。
正
し
く
「
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
」。
尤
も
今
回
の
パ
リ
同
時
多
発
テ

ロ
を
契
機
に
フ
ラ
ン
ス
は
国
境
で
、
旅

券
の
提
示
を
求
め
、
出
入
国
管
理
を
強

化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
テ
ロ
の
有
無
に
関
係
な
く
、

「
民
主
」
と
は
、
自
治
的
多
文
化
主
義

を
尊
重
す
る
ベ
ク
ト
ル
な
の
で
す
。
即

ち
、
各
地
域
の
料
理
や
言
語
、
習
慣
や

宗
教etc.

に
こ
そ
、
人
間
と
し
て
の
真

髄
が
宿
る
と
捉
え
る
概
念
。
世
の
中
と

は
元
来
、
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル
に
し
て
ボ
ー

ダ
ー
コ
ン
シ
ャ
ス
だ
っ
た
の
で
す
。

　

嘗
て
一
世
を
風
靡
し
た
ボ
デ
ィ
コ
ン

＝
ボ
デ
ィ
・
コ
ン
シ
ャ
ス
。
１
９
８
１

年
に
ミ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ア
ズ

デ
ィ
ン
・
ア
ラ
イ
ア
が
発
表
し
た
、
ボ

デ
ィ
・
ラ
イ
ン
を
強
調
し
た
ワ
ン
ピ
ー

ス
を
嚆こ
う

矢し

と
し
ま
す
。
そ
れ
は
当
初
、

女
性
の
自
己
主
張
や
解
放
を
意
味
す
る

と
評
論
さ
れ
、
後
に
日
本
で
は
デ
ィ
ス

コ
・
ブ
ー
ム
と
相
俟
っ
て
、
他
者
を
、

取
り
分
け
異
性
を
挑
発
す
る
意デ
ザ
イ
ン匠
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
に
至
り
ま
す
。

　

コ
ン
シ
ャ
ス
＝conscious

と
は

「
敏
感
な
」
と
い
う
形
容
詞
。
様
々
な

ボ
ー
ダ
ー
＝
境
界
の
存
在
を
自
覚
・
認

識
す
る
営
為
な
の
で
す
。
自
由
と
民
主

の
「
融
合
」
を
目
指
し
た
Ｅ
Ｕ
を
、
止

揚
＝
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
と
冒
頭
で
説
明

し
た
所
以
。
が
、
そ
の
「
融
合
」
は
、

「
３
・
11
」
の
「
核
融
合
」
同
様
に
予

期
せ
ぬ
惨
劇
を
今
回
、
齎も
た
らし
ま
し
た
。

　

近
時
、「
ニ
ッ
ポ
ン
凄
い
ゾ
論
」
が

国
内
で
跳
梁
跋
扈
し
て
い
ま
す
。「
日

出
ず
る
国
」
の
「
国
柄
」
を
声
高
に
語

る
向
き
に
留
ま
ら
ず
、
国
籍
の
異
な
る

伴
侶
を
得
て
海
外
に
在
住
す
る
「
日
本

人
妻
」
が
登
場
す
る
Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
。

　

料
理
や
言
語
を
始
め
と
す
る
日
本
の

文
化
に
一
目
を
置
く
人
々
は
、「
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
な
る
優
越
感
の
下
に

関
心
を
抱
く
欧
米
社
会
に
加
え
て
、

「
第
三
世
界
」
な
る
符
牒
で
括
ら
れ
る

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
に
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
無
論
、

「
イ
ス
ラ
ム
圏
」
に
於
い
て
も
。

　

に
も
拘
ら
ず
、「
ニ
ッ
ポ
ン
凄
い
ゾ

論
」
が
殊
更
に
幅
を
利
か
す
の
は
、
以

下
の
深
層
心
理
と
無
縁
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。
明
ら
か
に
優
位
に
立
っ
て
い
た

筈
な
の
に
、
そ
の
自
分
達
が
近
い
将
来
、

下
り
坂
と
な
り
、
何
か
を
失
う
か
も
知

れ
な
い
、
と
い
う
不
安
と
恐
怖
。
そ
れ

は
、「
民
主
」と
も「
自
由
」と
も
凡
そ
異

な
る
、
弁
証
法
と
は
対
極
の
「
エ
ス
ノ

セ
ン
ト
リ
ズ
ム
＝
自
民
族
中
心
主
義
」

に
繋
が
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
ベ
ク
ト
ル
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
、
こ
う
し
た
未

来
へ
の
不
安
＝
恐
怖
を
逆
手
に
取
っ
て
、

豈
図
ら
ん
や
、
イ
ス
ラ
ム
圏
出
身
の
移

民
２
世
、
３
世
か
ら
も
支
持
を
集
め
て

い
る
の
が
国
民
戦
線
の
マ
リ
ー
ヌ
・

ル
・
ペ
ン
。
人
工
中
絶
を
認
め
る
〝
世

俗
的
政
策
〞
に
加
え
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア

＝
イ
ス
ラ
ム
法
が
禁
止
す
る
同
性
愛
も

敢
え
て
認
め
る
女
性
党
首
は
、
失
業
率

の
増
加
を
招
く
新
た
な
移
民
＆
難
民
流

入
に
不
安
と
恐
怖
を
抱
く
彼
ら
の
琴
線

に
、
巧
み
に
触
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
ま
れ
、
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
が
生

起
し
た
11
月
「
13
日
の
金
曜
日
」
は
、

英
仏
連
合
軍
が
１
９
１
８
年
に
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
＝
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
制
圧
し
た

日
。
何い

時つ

の
日
か
停
戦
、
終
戦
が
訪
れ

る
国
家
VS
国
家
の
戦
争
と
異
な
り
、
宣

戦
布
告
な
き
テ
ロ
は
〝
終
わ
り
な
き
日

常
〞。「ネ

ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト

国
民
国
家
」
の
試
練
で
す
。

ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
＝
止し

揚よ
う

こ
そ
、
Ｅ
Ｕ
＝

欧
州
連
合
の
壮
大
な
る
挑
戦
で
し
た
。

　

１
９
８
５
年
に
当
時
の
西
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
５
カ
国
が
締
結
し
た 「ボーダーレス、ボーダーフル」

★
次
号
1
月
号
の
発
行
日
は
12
月
25
日（
最
終
金
曜
日
）で
す
。


